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Black1 血栓回収療法エビデンスを
どう解釈するか？�

K E Y  W O R D S
急性期脳主幹動脈閉塞
脳梗塞
脳血管内治療
血栓回収療法
Stent retriever

S U M M A R Y
　2014～2015年にかけて発表され
た複数のランダム化比較試験によ
り,「発症 6 時間以内」,「NIHSS≧
6 」,「内頸動脈～中大脳動脈M1閉
塞」,「ASPECTS ≧ 6」を満たす
急性期脳梗塞症例に対する「stent 
retrieverを用いた」血管内治療の
有効性が証明された．メタ解析で
は，80歳以上やIV rt－PA非適応例な
どに対する有効性も見い出されて
いる．一方で後方循環閉塞例，末
梢動脈閉塞例，発症時間不明例な
どに対する血管内治療のエビデン
スは十分でなく，有効性の確立が
待たれる．

Clinical implications of results of recent stroke thrombectomy trials

血栓回収療法
の実際

はじめに

　急性期脳梗塞に対する内科治療
［経静脈的血栓溶解療法 （IV rt－
PA）を含む］と血管内治療のラン
ダム化比較試験（RCT）は，2013
年 2 月に公表された IMSⅢ１），
SYNTHESIS Expansion２），MR 
RESCUE３）では血管内治療の有効性
を示せず，その要因として「閉塞血
管評価に依らない症例選択」，「旧来
デバイスによる低再開通率」，「治療
開始/再開通の遅延」が指摘され
た４）．2014～2015年にかけて，これ
らを克服すべく計画された複数の
RCTが相次いで成功し，血管内治
療の有効性が確立した．本稿では新
規デバイスを用いたRCTを概観し，
その結果をどう解釈するかについて

論じていきたい．

主にstent retriever
を用いたRCT

１ ．研究デザイン
　MR CLEAN５），REVASCAT６），
ESCAPE７）は内科治療（IV rt－PA
を含む）と内科治療＋血管内治療
を，THRACE８），EXTEND－IA９），
SWIFT PRIME10) はIV rt－PAとIV 
rt－PA＋血管内治療を比較したRCT
である．THRACEは発症 5 時間以
内，MR CLEAN，EXTEND－IA，
SWIFT PRIMEは 6 時 間 以 内，
REVASCATは8時間以内，ESCAPE
は12時間以内に血管内治療開始可能
な症例を，またMR CLEANはNIHSS
スコア≧2，ESCAPE，REVASCAT
は 同 ≧ 6，SWIFT PRIME は 同
8 ～29，THRACEは同10～25の症
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